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▶いつもご愛読いただき，ありがとうございます。ま
た，年間購読をしていただいている読者の方には
重ねてお礼を申し上げます。▶2020 年発行号から
年間購読のご案内ページを毎月掲載させていた
だいているほか，看護管理学会の会場では年間
購読を募るキャンペーン活動をさせていただいてい
ます。▶社内で雑誌の担当者が意見交換をする定
例会議が開催されていますが，「読者の気持ちに
立って」という言葉が飛び交います。その中でふと，
私自身が雑誌の年間購読をしていないことに気づ
き，自分が関心のあるテーマの2社 2誌の年間購
読を始めてみました。すると，誌面づくりや愛読者の
方とのコミュニケーションについて，自誌における課
題が見いだされました。▶前払いでの定期購読料
とは，編集室を信頼しまだ見ぬ未来の誌面に期待
して投資していただいていることだと認識しておりま
す。期待を裏切らない誌面を毎月心掛けてまいり
ます。� （小齋）

▶昨年 9月に「第1回セル看護推進研究会」が
開催され，その前日に初めて飯塚病院を取材しま
した。以前から「セル看護」に関する記事や学会
発表を見ていたので，イメージはあったのですが，
実際に病院内を見学させていただき，スタッフス
テーションに看護師がほとんどおらず，ナースコール
も鳴らない様子や，屋台化したナースカートで作業
をしながら病室にいる看護師を見て「他の病院と
は違う」ことを肌で感じました。なにより，スタッフの
表情が明るく，患者さんとも，スタッフ同士でもしっか
りコミュニケーションをとっている様子が印象に残っ
ています。▶今回の特集では，飯塚病院やセル看
護の導入にチャレンジしている病院のさまざまな工
夫や，定着のためにどのようにアプローチするかを，
具体的な事例を交え紹介していただきました。超勤
時間の短縮や医療安全などまさに今の問題の解
決策となるだけでなく，組織文化の変革のヒントとし
て広まる可能性を感じています。� （石塚）
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看護記録の効率化 
ケアする時間をつくるための業務改善
働き方改革がうたわれ，看護師の業務においても超勤時間の短縮，業務の効率化が求められ
ています。その一方で常に質の向上を目指し，各現場でさまざまな業務改善が進められていま
す。なかでも「看護記録」は超勤理由の上位に常に挙がり，各所で看護記録の効率的運用や
それに伴う業務改善が検討されています。本特集では，看護記録に関する新たな潮流と，具体
的なさまざまな取り組みを紹介し，自院での業務改善につながるヒントの提供を目指します。

今求められる看護記録と今後の展望◦瀬戸僚馬
【コンテンツのシンプル化】

PCAPS導入による看護記録の効率化◦髙木智美
看護記録ツールマスタHCbooksの活用と看護記録の効率化
◦秋元ますえ，内堀由美子
BOMで進化するクリニカルパスと看護記録の効率化◦舩田千秋
【記録手段の電子化（IT活用による記録の効率化）】

ITを活用した看護記録の効率化◦疋田智子
音声入力とAIを活用した看護記録業務の短縮と質の向上の両立
◦森口真由美
患者のそばでケアを行うための業務改善と記録の効率化
◦矢嶋知己

巻頭シリーズ

看護と倫理　尊厳を護るケアの担い手として◦石垣靖子／清水哲郎
アートとケア◦アサダワタル

特別記事

地域医療構想における連携を推進するための「情報共有シート」の実装に向けて
◦小林美亜／瀬戸僚馬

facebookアカウントをお持ちの方は「いいね！」
をお願いします。
//www.facebook.com/kangokanri1991/
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。
//twitter.com/kangokanri

facebook，twitterやってます！
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